
隊
友
会
東
播
支
部
は
令
和
５
年
５
月

21
日
（
日
）
９
時
か
ら
青
野
原
駐
屯
地

広
報
班
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
お
い

て
、
石
田
真
一
支
部
長
以
下
28
名
で
令

和
５
年
度
支
部
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
石
田
支
部
長
か
ら
、

全
国
的
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍

前
の
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
、

今
後
の
日
本
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情

勢
や
災
害
大
国
と
し
て
の
活
動
等
、

今
ま
で
以
上
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る

現
職
自
衛
官
に
対
し
て
支
部
が
ど
れ

だ
け
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
ま
た
、
国
民
に
対
し
て
自
衛

隊
の
存
在
意
義
の
重
要
性
を
ど
う
や
っ

て
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

考
え
て
い
く
重
要
な
時
期
に
来
て
い

る
と
挨
拶
が
あ
り
、
「
国
民
と
自
衛

隊
の
架
け
橋
」
と
な
る
べ
き
活
動
を

意
識
し
ま
し
ょ
う
と
挨
拶
さ
れ
、
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
物
故
者
に
対
す
る
黙
と
う
、

昨
年
ま
で
の
支
部
活
動
に
貢
献
し
て

頂
い
た
会
員
（
廣
瀨

正
幸
理
事
役
、

西
岡

司
会
員
）
へ
支
部
長
か
ら
の

感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
、
そ
の
後
、

総
会
の
議
事
を
滞
り
な
く
進
め
て
総

会
を
終
了
し
た
。

総
会
終
了
後
に
無
償
借
用
し
て
い

る
滝
野
体
育
セ
ン
タ
ー
近
傍
の
休
耕

田
に
移
動
し
て
、
毎
年
行
っ
て
い
る

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
祭
の
為
の
苗
450
本

の
植
付
と
猪
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
の

防
護
柵
の
設
置
を
行
い
、
当
初
の
予

定
を
遥
か
に
短
縮
し
、
滞
り
な
く
作

業
を
終
了
し
た
。

こ
の
日
の
植
付
作
業
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、
石
田
支
部
長
、
池
田
副

支
部
長
、
鈴
木
理
事
役
、
上
中
理
事

役
の
他
、
す
こ
し
離
れ
た
三
木
市
か

ら
空
中
理
事
役
、
入
船
理
事
役
が
前

日
ま
で
の
作
業
を
行
い
、
当
日
は
黒

川
理
事
役
が
450
本
の
新
鮮
な
苗
を
準

備
し
て
頂
き
ま
し
た
。

東
播
支
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事

に
お
い
て
、
役
員
を
始
め
会
員
の
方
々

の
積
極
的
な
活
動
の
元
に
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
の
植
付
に
は
今

年
３
月
に
入
会
し
た
藤
田

和
也
会

員
も
参
加
し
、
総
勢
28
名
で
和
気
あ

い
あ
い
と
植
付
と
害
獣
防
護
柵
を
設

置
し
た
。

作
業
終
了
時
に
は
昨
年
同
様
に
大

き
く
て
た
く
さ
ん
の
サ
ツ
マ
イ
モ
が

収
穫
で
き
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
簡

単
な
茶
話
会
を
し
て
解
散
と
な
っ
た
。
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植
付
け

】



創
設
47
周
年
記
念
行
事
が
５
月
28

日
（
日
）
４
年
振
り
に
一
般
解
放
を

行
い
来
賓
を
含
め
約
三
千
七
百
人
の

動
員
を
得
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

支
部
か
ら
は
招
待
者
と
し
て
石
田
支

部
長
と
細
貝
事
務
局
長
及
び
多
数
の

理
事
役
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

観
閲
式
で
は
、
粟
田
司
令
が
初
代

女
性
自
衛
官
駐
屯
地
司
令
と
し
て
地

域
の
方
々
へ
の
感
謝
の
言
葉
と
と
も

に
式
典
を
通
じ
て
「
陸
上
自
衛
隊
・

駐
屯
地
・
隊
員
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
参
加
者
制
限
が
無
い
こ
と
か

ら
、
駐
屯
地
周
辺
道
路
が
予
想
以
上

の
大
渋
滞
と
な
り
、
約
12
件
の
ク
レ
ー

ム
の
電
話
が
有
っ
た
と
お
聞
き
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
祝
賀
会
食
で
は
、
OB
席
が

設
け
ら
れ
、
全
員
着
席
し
て
の
会
食

と
な
り
、
雰
囲
気
が
今
ま
で
と
は
全

く
違
う
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
歴
代
駐
屯
地
司
令
は
藤
井
司

令
、
高
橋
司
令
、
住
田
司
令
が
参
加

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
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サツマイモ植え付け中の風景

もう少しで終了

サツマイモ植え付け前の風景

みなさんやる気満々です。

植え付け終了後の集合写真

青
野
原
駐
屯
地
記
念
行
事

出
展

【
防
衛
日
報
デ
ジ
タ
ル
】



隊
友
会
東
播
支
部
は
大
雨
が
予
想
さ

れ
る
７
月
９
日
（
日
）
10
時
か
ら
青
野

原
駐
屯
地
広
報
館
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
ル
ー

ム
に
お
い
て
、
石
田
支
部
長
以
下
21
名

の
参
加
を
得
て
令
和
５
年
度
第
１
回
支

部
理
事
役
会
を
開
催
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
本
年
度
の
本
部
長
表

彰
受
賞
者
で
あ
る
山
口
幸
志
朗
副
支
部

長
に
対
し
、
支
部
長
か
ら
表
彰
状
の
伝

達
を
行
っ
て
頂
き
、
参
加
者
全
員
で
祝

福
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
議
の
議
題
に
つ
い
て
は
、
11
月
の

第
２
回
理
事
役
会
ま
で
の
支
部
活
動
の

調
整
、
６
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
兵
庫

県
隊
友
会
総
会
に
お
い
て
議
題
に
上
が
っ

た
家
族
支
援
に
つ
い
て
説
明
を
行
う
と

と
も
に
、
県
隊
友
会
が
各
種
補
助
金
の

支
給
を
決
定
し
て
い
る
等
の
内
容
を
周

知
し
て
頂
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

約
１
時
間
で
会
議
を
終
了
し
、
そ
の

後
は
東
播
支
部
肝
い
り
の
サ
ツ
マ
イ
モ

畑
に
移
動
し
、
畝
の
間
に
伸
び
て
き
て

い
る
雑
草
を
取
り
除
き
、
長
く
伸
び
た

サ
ツ
マ
イ
モ
の
ツ
ル
を
畝
に
挙
げ
る

「
つ
る
上
げ
」
行
う
と
同
時
に
、
無
償

借
用
休
耕
田
の
周
り
の
草
刈
り
を
約
１

時
間
半
か
け
て
行
い
、
見
た
目
も
き
れ

い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
集
ま
っ
た
有
志
の
集
合
写

真
で
も
わ
か
る
通
り
支
援
し
て
頂
い
た

役
員
の
皆
さ
ん
は
心
地
よ
い
疲
労
感
が

漂
う
顔
で
あ
り
、
今
は
、
全
員
が
支
部

の
肝
い
り
の
行
事
と
し
て
、
立
派
に
育
っ

た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
隊
員
家
族
の
小
さ
な

お
子
さ
ん
が
一
生
懸
命
に
掘
っ
て
喜
ぶ

笑
顔
を
振
り
ま
い
て
く
れ
る
姿
を
想
像

し
つ
つ
、
暑
く
湿
度
の
高
い
中
で
の
作

業
を
頑
張
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

一
つ
の
行
事
も
普
段
か
ら
コ
ツ
コ
ツ

準
備
し
て
頂
い
て
い
る
会
員
や
何
か
あ
っ

た
時
に
は
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
る

会
員
が
い
て
こ
そ
成
功
に
つ
な
が
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
役
員
を
含
め
た
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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青
野
原
駐
屯
地
観
桜
会

中
止

４
月
８
日

自
衛
官
候
補
生
前
期

教
育
入
隊
式(

部
隊
の
み)

５
月
21
日

隊
友
会
東
播
支
部
定
時
総
会

サ
ツ
マ
イ
モ

植
付

450
本

支
部
長
他
28
名
・
会
員
５
名
参
加

５
月
28
日

青
野
原
駐
屯
地
記
念
行
事

支
部
長
他
多
数
参
加

６
月
４
日

県
理
事
役
会

事
務
局
長
・
鈴
木
理
事
参
加

６
月
24
日

兵
庫
県
隊
友
会

定
時
総
会
・
懇
親
会

支
部
長
・
顧
問
・
理
事
役
参
加

６
月
25
日

自
衛
官
候
補
生
前
期
教
育

修
了
式
（
支
部
長
参
加
）

７
月
３
日

新
隊
員
後
期
教
育
開
始
式

（
部
隊
の
み
）

７
月
９
日

理
事
役
会
及
び
サ
ツ
マ
イ
モ

畑
整
備

支
部
長
他
21
名
参
加

７
月
30
日

慰
霊
碑
清
掃
奉
仕
及
び

慰
霊
行
事

８
月
８
日

青
野
原
駐
屯
地
盆
踊
り
大
会

９
月
９
日

新
隊
員
後
期
教
育
修
了
式

10
月
１
日

鶉
野
祈
念
の
碑

慰
霊
祭

10
月
21
日

収
穫
祭
（
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
）

（
28
日
予
備
日
）

11
月
５
日
午
後
予
定

歴
史
ウ
ォ
ー
ク

11
月
18
日

忘
年
会(

東
加
古
川

弁
慶)

11
月
25
日

理
事
役
会

12
月
３
日

小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
支
援

12
月
８
日
～
12
日

＃
１
予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
激
励

12
月
10
日

県
理
事
役
会

12
月
下
旬

青
野
原
駐
屯
地
年
末
行
事

１
月
初
旬

青
野
原
駐
屯
地
成
人
行
事

１
月
中
旬

駐
屯
地
新
春
互
礼
会

（
駐
屯
地
外
で
実
施
予
定
）

１
月
19
日
～
23
日

＃
２
予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
激
励

１
月
27
日

理
事
役
会

２
月
13
日

県
隊
友
会
支
部
長
等
会
議
・

県
理
事
役
会
及
び
懇
親
会

３
月
末
又
は
４
月
初
旬

理
事
役
会

理
事
役
の
職
に
指
定
す
る

上
甲

文
治
（
小
野
市
）

理
事
役
の
職
に
指
定
す
る

入
船

芳
正
（
三
木
市
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▽
本
部
長
表
彰

山
口
幸
志
朗
（
小
野
市
）

▽
支
部
長
表
彰

廣
瀨

正
幸
（
姫
路
市
）

西
岡

司
（
三
木
市
）

田
中

良
雄
（
小
野
市
）
青
野
原
駐
業

令
和
４
年
９
月
１
日
退
官

太
田

進
（
小
野
市
）
青
野
原
駐
業

令
和
４
年
11
月
17
日
退
官

藤
田

和
也
（
三
木
市
）
３
後
支

令
和
４
年
12
月
27
日
退
官

松
本

博
（
小
野
市
）
青
野
原
駐
業

令
和
５
年
１
月
２
日
退
官

神
谷

英
樹
（
多
可
郡
）
青
野
原
駐
業

令
和
５
年
３
月
15
日
退
官

山
田

豊
（
加
古
川
市
）

令
和
４
年
度
末

井
口

泰
成
（
高
砂
市
）令

和
４
年
度
末

山
口
九
州
男
（
小
野
市
）令

和
４
年
度
末

角
田

博
幸
（
加
古
郡
）

令
和
４
年
10
月
17
日
ご
逝
去

田
中

禄
崇
（
小
野
市
）

令
和
５
年
１
月
21
日
ご
逝
去

第８０号 兵庫県隊友会東播支部だより 令和５年７月１９日

梅
雨
も
明
け
、
本
格
的
な
夏
を
迎

え
ま
し
た
が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
お
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
今
年
も
半
分
が
過

ぎ
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
、
時
の
流

れ
の
速
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
て
お

り
ま
す

今
後
も
、
皆
様
か
ら
の
引

き
続
き
ご
協
力
、
並
び
に
多
種
多
様

な
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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和
久
井
勇
人

支
部
の
活
動
実
績

【

支
部
役
員
の
変
更

】

編
集
後
記

支
部
の
主
要
事
業
予
定

【

受
賞

】

【

退
会
会
員
紹
介

】

【

新
入
会
員
紹
介

】

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

故
角
田
博
幸
氏
、

故
田
中
禄
崇
氏
の
ご
冥
福
を
東
播
支
部

会
員
一
同
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。




